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模擬火災副1練実施

火災が発生した場合に素早く対応

できるように、住宅火災や山林火

災を想定した訓練を行つています。

また、ポンプ車や機械器具の取り

扱いについての講習を実施し、有

事の際に対応できるように活動し

ています。

根蜘以」ヨ鵬剌莫様 機関講習模様

第六分団本年度の成績は〃
小型ポンプの部
町大会優勝 〃

ラッパ吹奏の部
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焚き火 野焼きをする輸 事前に消防署N届出を出して下さい。
電話で硼届けでも可能で■
:L0266-41-0119
焚き火をする際は、その場から離れなし球 うにお園いします。

非舗 ち出しリスト

非 常 IIち 出 し0 ■●場所を決● ■年に一凛はHll
l懐中電lT(電池)できれば防水 電池の予備も
2ロ ウツク マッチ ライター ロウソクは大くて短いもの
3携帯ラジオ嘔 池)正確な情報 予備の電池も
4飲 ll水運搬月ビニールバケツ 5リットル程度 (多いと壺く違べrJぃ )
5缶入リカンバン 缶入り餃ll水 保存lllP・3(カンバン5年 水3年 )
6固形燃II携帯コンロ 最低限お湯を沸かせる程度
フ食器セット紙

“

アルミ食器 (お湯を沸かせる,
8缶切り栓抜き ナイフ兼用タイプーつ用意
9軍手 タオル やけど 外傷を防く
10ビニール袋 (大 中 Jつ 雨具にも 水運びにも
|]常備桑 応急セットティッシュ屁菌ガーゼ 三角rl消毒薬など
12□―プ レジャーシート簡易なテントこも
13:,鑑 預金通帳権利号I書など員重品袋をЯJこ用意
,41枷保険証 百転免.fiIコピー 普段使用のためヨビーで
]511所録 現金 (小笠も,カードさ使用不能 連絡用

緊 ● 生 着 用 日 鮨災薔贔,アウトドア用贔,日日晶

]ミネラルウォーター 簡易浄水..ベットボトルの水は保存期間約1年
2キヤンプ用ナベセット大 中 Jヽ重ねらllるもの
3米 缶話 インスタント食品 アルファ米など.水が不要のものも
4カセット式コンロ 予備のカセットボンベも
5下着 綺ι下 身軽rJ9,運動靴 発汗性の良いもの 靴底け厚め
6ベルメット(防災すさん)落下物から頭を守る
フ毛布 履袋 バスタオル 防尽用 外傷から守る
3石けん シャンフー 水がいら●Jいシャンプーもある
9トイレットベーパー 食器の汚ll取つこも (水の節約)
10簡易トイレ
(シヤワー用テント)迎 IIt場所等トイレけ少ない
]]ランタン(ガス 電池用あり)電池用は蛍光灯タイプも

'2防
厘マスク倒壊建物の粉塵用

]3ておむつ 手拗 児用 老人用
]4ほ乳瓶 I●ミルク 離乳倉 7動児の必需品
15生理用品 女性の必需品
●約 10kgこまとめる 年に数回家庭防災き1絞を1

が起きたら

時疇雑雑特緋　̈晴地震の大きな揺れは 長くても 1分程度でおさまると言われてい
ます。あわてて外へ飛び出すと瓦や窓ガラス 看板などが落ちて
きてケガをする場合があります。

揺れている時は 落ちてくる物や倒れてくる物から身を守ること
が大切です.座布団やかばんなどで頭を保護したり 丈夫な机や
テープルなどの下に身を隠しましょう.

外出先で地震にあったら、先ず身の安全を確保し あわてず係員
や栞務員の指示に従つてください。

地震で 番恐ろしいのは火災です。使用中のガス器具 ストーブ
などはすばやく火を消しましょう。避難する時は ガスの元栓を
締め、電気のブレーカーをtlり  戸締まりなどを確認し 隣近所
で声を掛けあつて避難しましよう。

また、自動車は使わず、家族一緒に必ず徒歩でllI難 しましょう。

特に、高齢者 障害者 子どもには 地域で協力し 手助けしま
しょう。

非常持ち出し品リストを右に掲載しま
したので参考にしてみて下さい。


